
1 

2005-04-11 アンテナハウス 多言語組版研究会 

 

 

 

フランス語の正書法と印刷における組み方について 

家辺 勝文 
 

 

 

 

1. フランス語の文字と綴り 

2. フランス語における「単語」 

3. 正書法・文法と句読法，数の書き方など 

4. フランス語の行組版ルールにおける基本概念 

5. 約物の前後の空き量についてのルール 

6. フランス語のハイフネーション・ルール 

7. 引用とギィメの使い方 

8. 句読点，丸括弧とイタリックなど 

9. スイスのフランス語圏での組版マニュアルから 

10. カナダ・ケベックでのフランス語組版マニュアルから 

11. EU公文書ルールにおけるフランス語の組み方 

12. 16世紀と 19世紀のフランス語組版 
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資料 1 フランス語の行組版ルールでの基本概念（ミニ連載「欧文組版を考える」第２回から抜粋） 

 http://www.ne.jp/asahi/yabe/masafumi/a_batons_rompus/a020604.html 

 

1) espace（空き［量］）［組版用語として空き量をあらわす espace は女性名詞．通常の「空間」
の意味のときは男性名詞］ 

 二つの文字の間に空きを入れないで「ベタ」で組む場合は，pas de blanc（しいて訳せば「ホ
ワイトスペースなし」）と記述． 

 空き量は絶対量（ポイントなどの単位）または相対量で指示するが，約物の前後の組み方の場
合，現在では相対量で指示することが多い． 

 相対量の基本的な単位は，cadratin（「全角」分の空き量）である．cadratin は文字の corps （文
字の高さ，文字サイズ）を１辺とする正方形の空きである．文字の字詰め方向の幅（ピッチ）
は chasse という．すなわち文字間，単語間の空き量は，字詰め方向に対して，cadratin の分
数で指示する． 

1/2 du cadratin (le demi-cadratin) “二分” 

1/3 du cadratin (le tiers de cadratin) “三分” 

1/4 du cadratin (le quart de cadratin) “四分” 

1/8 du cadratin (le huitième de cadratin) “八分” 

 

2) sécable, insécable（分割可能，分割不可能） 

 約物の記号と隣接する前または後ろの文字が行端で分割できるかどうかを指す．ピリオドのよ
うに文字に対して空きを入れずベタで組む記号の場合は，一般的には単語と一体化し，ハイフ
ンで記号だけ分割することもできない．単語と単語の間は一般的に行端で自由に分割可能であ
る．また単語の内部でも，一定のルールによってハイフンを入れて分割可能になる位置がある． 

 ハイフンは文字との間をベタで組んでもハイフンの後ろが分割可能になる． 

 約物の種類によって，隣接する単語との間に空きを入れても，行端の処理でその単語と一体化
して移動する場合は，その空きの前後の文字と約物は分割不可能である．ハイフンを入れて分
割することもできない． 

 

3) espace-mots（単語間の空き［量］，ワードスペース） 

 仏文組版では既定値で“三分”とされることが多い．また，この空き量は，4) の場合に調整可能
となる．この空きの位置は一般には分割可能だが，片側がコロンのような約物である場合は，
分割不可能になることがある． 

 

4) espace justifiante（１行を両端揃えで組むとき空き量が調整可能な空き） 

 単語間の空き量は，１行を両端揃えで組むとき，調整の対象となる． 

 

5) espace fine（固定量の狭い空き，英語の thin space に近い） 

 仏文組版では既定値で“四分”とされることが多い．“八分”とする説もある．“Oxfordルール”で
は，thin space の値は em space の５分の１であり，espace fine と必ずしも一致しない．この
空きが入るとその前後の文字・記号は一般的に分割不可能である． 
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資料 2 アクサン記号付き文字と合字の種類（[IN 2], p. 102） 

 

資料 3 いろいろな書体における字種（[Perrousseaux 1], p. 46-48） 
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資料 4 活版時代のフランス語用活字ケース 資料 5 アクサン記号付き大文字の例 

（[Perrousseaux 1], p. 32）   （[Perrousseaux 1], p. 72） 

  
 

資料 6 活字の大きさの単位について（[IN 2], p. 116） 
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資料 7 文字とタイポグラフィーについて（[Perrousseaux 1], p. 98-99） 

 
 
 
資料 8 空きの種類   資料 9 約物の前後の空き量 

（[Perrousseaux 1], p. 93）   （[IN 2], p. 149） 
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資料 10 約物の前後の空き量（[Perrousseaux 1], p. 94-95） 

 
 
資料 11 校正記号の説明（[IN 2], p. 58-59） 
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資料 12 ハイフネーションと分割禁止ルール（[IN 2], p. 60-62） 
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資料 13 引用の書き方（[IN 2], p. 50-51） 

 
資料 14 英語の組版方法についての記述（[IN 2], p. 20） 
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資料 15 [Groupe de Lausanne] の記述から̶大文字のアクサン記号，金額表記，引用 

  
 

  

 
資料 16 [Ramat] の記述から̶約物の組版スタイルと引用の表記法について 
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資料 17 [Ramat] の記述から̶数量の表記と約物の前後の空き量について 

  
 

 

資料 18 16世紀の句読法に関する書物の組版例（[Dolet]） 
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資料 19 19世紀ラルースの組版例（[Larousse 19] T. XI, p. 1570） 
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資料 20 ウィドウとオーファンの定義（[Guéry], p. 165） 

 
 
 

「オーファン」と「ウィドウ」という用語については，対応する英語用語（orphan, widow）とフラ
ンス語用語（orphelin, veuve）のそれぞれの用法を比較すると，下表のようなゆれが認められる．ただ
し，(1)～(4)は次のルールを指す： 

(1) ページまたは段の末尾の方で新しいパラグラフが始まるとき，第１行だけが置かれることを
避けて，２～３行が置かれるようにするか，次のページまたは段の先頭に追い出す． 

(2) ページまたは段の先頭の方にパラグラフの終わりが来るとき，最終行だけが置かれることを
避けて，２～３行が置かれるようにする． 

(3) ページまたは段の先頭行にパラグラフの最終行を置かざるを得ない場合でも，指定行長のお
よそ 1/3未満のテキストが来ることは避けるべきである． 

(4) パラグラフ，ページまたは段の最終行に指定行長のおよそ 1/3 未満のテキストが来ることは
避けるべきである． 

 
 英語用語例 フランス語用語例 

（ケベック） 
フランス語用語例 

(1) におけるページまたは段末尾の
パラグラフ第１行 

orphan 
(Oxford, 2002) 

orphelin 
(Ramat, 2002) 

veuve 
(Guéry, 2000) 

(2) におけるページまたは段先頭の
パラグラフ最終行（特に１語または
ハイフンで区切られた語の一部分の
みが来る場合） 

widow 
(Oxford, 2002) 

(Chicago, 2003) 

veuve 
(Ramat, 2002) 

orphelin 
(Guéry, 2000) 

(4) における最終行 orphan 
(Chicago, 2003) 

 veuve 
(Perrousseaux, 2001) 

 

ここで，英語での用語例とフランス本国でのフランス語用語例とでは orphan (orphelin) と widow 

(veuve) の用法が逆転しており，また [Oxford]と [Chicago] では，orphan という用語の用法が異なってい
る．[Ramat] では，[Oxford] の用語法を単にフランス語の用語に置き換えただけになっている． 

 




